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生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、１級及び２級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ａ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、１級該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、３級及び４級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ｂ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、２級及び３
級該当者

《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
希
望
す
る
学
習
支
援
〜

　

今
後
生
涯
学
習
を
進
め
て
い
く

う
え
で
行
政
に
望
む
こ
と
は
、

「
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
初

歩
的
な
内
容
の
学
級
や
講
座
を
増

や
す
」
が
52
％
で
圧
倒
的
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
施
設
の
利
用

時
間
や
曜
日
の
拡
大
、
利
用
状
況

の
情
報
提
供
等
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
」
は
23
％
、「
質
の

高
い
内
容
の
学
級
や
講
座
を
段
階

的
に
増
や
す
」
は
15
％
、「
生
涯

学
習
の
講
座
や
参
加
方
法
な
ど
の

情
報
を
一
元
化
し
て
得
や
す
く
す

る
」
は
13
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
質
の
高
い
内
容
の
学
級
や
講

座
を
段
階
的
に
増
や
す
」
は
、
生

涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度

開
催
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
学

校
の
よ
う
な
学
年
進
行
で
き
る
形

式
の
学
習
機
会
を
設
け
る
こ
と
も

考
え
る
べ
き
で
す
。

　

性
別
に
見
る
と
、
女
性
は「
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
初
歩
的

な
内
容
の
学
級
や
講
座
を
増
や

す
」「
公
共
施
設（
公
民
館
）
な
ど

に
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
る
」
な

ど
が
男
性
よ
り
も
要
望
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

〜
施
設
の
利
用
状
況
〜

　
「
か
す
や
ド
ー
ム
」
は
、
65
％

の
人
が「
町
や
区
の
行
事
以
外
で

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え

て
い
て
、
理
由
は「
機
会
が
な
い
」

が
29
％
、「
忙
し
く
て
時
間
が
な

い
」
が
26
％
、「
何
が
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
」
が
18
％
で
す
。

　
「
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
38

％
の
人
が「
利
用
し
て
い
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
30
歳
代

で
は
３
人
に
２
人
、
生
涯
学
習
を

行
っ
て
い
る
人
で
は
２
人
に
１
人

の
割
合
で
利
用
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
」
は
、

20
％
の
人
が「
利
用
し
て
い
る
」

と
答
え
、
性
別
で
は
男
性
が
14

％
、
女
性
が
23
％
で
す
。
生
涯
学

習
を
行
っ
て
い
る
人
の
利
用
率
は

29
％
で
あ
り
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ

て
い
る
状
況
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

障
が
い
（
児
）
者
の
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

　

粕
屋
町
で
は
、
障
が
い（
児
）
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象（
児
）
者

①
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
で
、
一
級
か
ら
四

級
ま
で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳

所
持
者
で
、「
Ａ
」
ま
た
は「
Ｂ
」

の
判
定
を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

11
月
１
日（
火
）
〜
11
月
30
日（
水
）

ま
で
粕
屋
町
役
場　

介
護
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
で
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
▼
印
鑑（
認
印
で
可
）

▼
預
金
通
帳（
す
で
に
口
座
を
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。）

※

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
別
途
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請

に
来
ら
れ
る
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

種　　　別 金額（円）

福祉手当支給額

１０, ０００

７, ０００

◇手当は１２月末に支給します。

「
第
32
回　

粕
屋
町
人
権
を

 

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」

の
お
知
ら
せ

　

12
月
４
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
土
）

ま
で
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
指
す
「
人
権
週
間
」
で
す
。

粕
屋
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
目
指
し
、
人
権
尊
重
の

町
づ
く
り
を
願
っ
て
、
次
の
と
お
り

町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
４
日
（
日
）　

午
後
1

時
30
分
か
ら
（
午
後
３
時
30
分
ご

ろ
終
了
予
定
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

さ
く
ら
ホ
ー
ル　

●
内
容

　

大
会
行
事

▽
1
部

　

町
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る

　

学
習
発
表

▽
２
部

　

・
児
童
・
生
徒
優
秀
人
権
作
品
の

　
　

表
彰
と
作
文
朗
読
発
表

　

・
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
作
品
の
表

　
　

彰
と
作
文
朗
読
発
表

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０
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「子犬の譲渡会」開催のおしらせ「子犬の譲渡会」開催のおしらせ
（財）福岡県動物愛護センターにおいて、今年度の「子犬の譲渡会」が下記のとおり開催されます。
譲渡子犬は2～ 3か月齢で、ワクチン接種及び初歩的なしつけがされています。
愛情と責任を持って、終生飼養してくださる方に譲渡を行います。
譲渡を希望される方は、事前に行われる「これから犬を飼う人のための講習会（事前講習会）」への参加が
必須です。

第1回　駕与丁公園リレーマラソン開催!!第1回　駕与丁公園リレーマラソン開催!!

　9月19日（月）、駕与丁公園でリレーマラソン
大会が開催されました。
　台風接近予報もあり、天気が心配されました
が、県内外から93チーム、約780名が参加し、

各チームそれぞれの目標に向かってスタートしました。
　地元からも多数のチームがエントリーし、上位入賞を目指して
頑張りました。
　粕屋南部消防署チーム『め組』が総合6位入賞、また『ドリーム粕
屋RC』のこどもたちが一般部門3位と大健闘。ますます練習に
励まれることでしょう。

講　習　会 子　犬　の　譲　渡　会 

 11月 2日 （水）

 12月 7日 （水）

 2月 1日 （水）

 3月 7日 （水）

 11月 5日 （土）

 12月 10日 （土）

 2月 4日 （土）

 3月 10日 （土）

受付　13：00～ 13：30　　　　

講習　13：30～ 16：00

受付　　　13：00～ 13：30

子犬選び　13：30～ 13：45

講習ほか　13：45～ 16：00

・講習会は、事前の申し込みが必要です。(定員20組）
・参加される際は、時間厳守をお願いします。
・同居家族以外の方の代理受講はできません。
・子犬は抽選になることがあります。

ドリーム粕屋RCチームの皆さん

●申込み・問合せ
　（財）福岡県動物愛護センター（〒811-3135　古賀市小竹131-2） 
　☎９４４－１２８１　FAX ９４４－１２８２
　（※成犬・猫の譲渡については、事前にお問い合わせください。）

養
育
費
の
電
話
相
談

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
、父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

ま
た
は
離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象
に

養
育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

●
連
絡
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

就
労
支
援

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、町
村
在
住
の

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、父
子
家
庭

の
お
父
さ
ん（
い
ず
れ
も
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
）を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支
援
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
面
談
場
所　

平
日
＝
対
象
者
が
居

住
す
る
役
場　

日
曜
日
＝
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

●
問
合
せ　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）３
９
３
１
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No.88

第３回子ども会リーダー研修会を行いました。第３回子ども会リーダー研修会を行いました。

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

　各分館子ども会リーダー及び子ども会指導者を
対象に下記の日程で研修を行いました。
●期日　９月２３日（金・祝）
●場所　福岡県立社会教育総合センター
●参加者　子ども会リーダー（小学５・６年生）　
　　　　４３名
　　　　　ジュニア・シニアリーダー（中学生　
　　　　～大学生）１４名
　　　　　子ども会指導者２０名、子育連役員　
　　　　７名の計８４名が参加
●研修内容　レクリェーション・焼き杉（仕上　
げ）・１～３回の研修をとおしてのふりかえり
　第３回研修は、第２回研修時、天候の影響でで
きなかった焼き杉の仕上げ作業と第１回（事前研
修）、第２回（本研修）の研修全体をとおしての「ふ
りかえり」を目的に開催しました。
　６月の研修から久々の再会となった子どもたち
は、最初にジュニアリーダーの指導のもとレクリ
ェーションを楽しみ、次に本研修時に完成させる
ことができなかった焼き杉の仕上げ作業を行いま
した。全回の研修で輪切りにし、焼きを入れた杉
をつなぎ合わせ、班ごとに考えた東日本大震災の
被災者に向けた激励のメッセージを書き込みまし
た。色とりどりの文字で書かれたこのメッセージ

は東北地方の小学校に送る予定です。
　午後からは計３回の研修全体をとおした「ふり
かえり」を行いました。班ごとに①活動を終えて
の感想　②研修でやったことを地域で活かせたか
③中学生になってジュニアリーダーをやってみた
いか　④ジュニアリーダーをやるならどんなこと
がしてみたいか、の４つをテーマに話し合いまし
た。

　焼き杉やレクリェーションが楽しかった、地元
の子ども会でのレクに役に立った、中学生になっ
たら「WAKABA」で活動してみたいなど、たくさ
んの意見が出ました。
　また、子ども会指導者の皆さんは、地域での子
どもたちの指導に活かせるよう、佐道会長の指導
でいろいろなレクリェーションを楽しみながら体
験しました。
　リーダー研修会では計３回の研修のうち、規定
の研修を終えた５年生には修了証、６年生にはジ
ュニアリーダー初級認定証を渡していますが、今
年度の研修では１９名が修了証を、３８名が認定
証を受け取ることができました。修了証を受けら
れた皆さん、中学生になったら「WAKABA」で活
動をしてみませんか。たくさんの皆さんの参加を
お待ちしています。

いままでの研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仲原小６年　大西伶奈 （花ヶ浦区）　
　私は、いままでの研修にいって思ったことは、第１回研修は、ジュニアリーダーの人たちとレクリェーショ
ンなどをいっしょにできてうれしかったです。
　第２回研修は、５年生のときにいった夜須高原青少年自然の家にいって、楽しかったです。一番楽しかった
のは、焼き杉です。でも丸太をのこぎりできるのはたいへんだったです。こののこぎりはなんでこんなにきれ
ないんだろう。ふるくてさびているのかとも思いました。
　二番目は館内ウォークラリーです。雨がふったので「ひるもりビンゴ」は中止になってざんねんだったけど、
館内ウォークラリーで１位になれたのでうれしかったです。
　第３回研修は、第２回のときの焼き杉の文字入れができなかったので焼き杉の文字入れをしました。
　私がかいた文字は「で」と「応」です。７班で考えた文字は、「東北地方の皆さんを全力で応えんしています」と
いう文字です。文字を書くのは、ちょっとむずかしかったです。でも楽しかったです。
　研修会はたいへんなこともあってちょっといやだったけど、ジュニアリーダーの人といっしょにすごすこと
でリーダーのおてほんになったし、これから子ども会でつかえるレクリェーションもわかって、こんどリモコ
ンオニをクリスマス大会でのゲームの意見にだしてみようと思います。
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敬
老
会
・
運
動
会

文
化
祭
準
備

　
９
月
は
各
支
部
で
行
わ
れ
る
行
事

に
励
み
ま
し
た
。
敬
老
の
日
に
、
各

地
域
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
か
ら
お
年
寄
り
と
馴
染
み
の
あ

る
団
員
も
な
い
団
員
も
、
地
域
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話

す
機
会
が
持
て
、
と
て
も
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
ご
と
に
運
動
会
も
行

わ
れ
、
青
年
団
競
技
を
し
た
り
、
か

き
氷
を
販
売
し
た
り
、
地
域
の
方
々

と
深
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
粕
屋
町
文
化

祭
に
向
け
て
、
本
格
的
に
準
備
、
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
当
日
の
進
行
や
バ
ザ

ー
、
広
報
活
動
な
ど
自
分
た
ち
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
協
力
し

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
劇
の
練

習
に
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。
役
者

の
人
は
セ
リ
フ
や
演
技
を
監
督
指
導

の
も
と
、
毎
日
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
、
絵
や
道
具
、
衣
装
係

の
人
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
毎
日
の
練
習
で
団
員
た
ち
の

心
も
一
つ
と
な
り
、
さ
ら
に
粕
屋
町

青
年
団
の
団
結
力
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。

元気なあいさつ　かすやの子！

　「おはようございます。」キラキラした目に「共
に生きる幸せ」を感じます。

　11月５日・６日は粕屋町文化祭です。婦人
会では今年も美味しいバザーで参加します。

　　　　　　うどん　　　250円
　　　　　　カレー　　　300円
　　　　　　かしわご飯　200円

　バザー会場でお待ちしています。

粕屋町文化祭楽しみましょう！

屋外研修会

こんにゃく作りに挑戦
　秋のお彼岸もあけた９月28日、研修会を行いま
した。今回は篠栗町の蒟蒻ギャラリーで手づくり
こんにゃく作りに挑戦しました。
　「こんにゃく（蒟蒻）サトイモ科の多年草。インド
シナ原産・球茎をこんにゃく玉という。（辞林21）」
とあります。このこんにゃく玉（芋）を茹でてすり
つぶしたものに、水を加えて練り、さらに消石灰
を加えて固め１時間ほど茹で上げるとこんにゃく
の出来上がりです。この方法で作ったものは、「芋
こんにゃく」と表記して流通しているそうです。
　さて、私たちは乾燥させて粉にした「こんにゃく
粉」を使って挑戦しました。料理研究家　結城さん
似の木下鶴美さんの楽しい指導で、白い刺身こん
にゃくとひじきの粉を入れてこんにゃく色（？）の
２色のこんにゃくが出来上がりました。手練りの
こんにゃくは、中に細かな気泡が入っていて味が
染み込みやすくとても美味しいこんにゃくでした。
11月の社会福祉協議会主催の「一人暮らし高齢者と
語る会」のお弁当の一品にしましょう。

11月の活動予定
11月15日（火）　あいさつ運動
11月26日（土）　一人暮らし高齢者と語る会
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No.88

第３回子ども会リーダー研修会を行いました。第３回子ども会リーダー研修会を行いました。

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

　各分館子ども会リーダー及び子ども会指導者を
対象に下記の日程で研修を行いました。
●期日　９月２３日（金・祝）
●場所　福岡県立社会教育総合センター
●参加者　子ども会リーダー（小学５・６年生）　
　　　　４３名
　　　　　ジュニア・シニアリーダー（中学生　
　　　　～大学生）１４名
　　　　　子ども会指導者２０名、子育連役員　
　　　　７名の計８４名が参加
●研修内容　レクリェーション・焼き杉（仕上　
げ）・１～３回の研修をとおしてのふりかえり
　第３回研修は、第２回研修時、天候の影響でで
きなかった焼き杉の仕上げ作業と第１回（事前研
修）、第２回（本研修）の研修全体をとおしての「ふ
りかえり」を目的に開催しました。
　６月の研修から久々の再会となった子どもたち
は、最初にジュニアリーダーの指導のもとレクリ
ェーションを楽しみ、次に本研修時に完成させる
ことができなかった焼き杉の仕上げ作業を行いま
した。全回の研修で輪切りにし、焼きを入れた杉
をつなぎ合わせ、班ごとに考えた東日本大震災の
被災者に向けた激励のメッセージを書き込みまし
た。色とりどりの文字で書かれたこのメッセージ

は東北地方の小学校に送る予定です。
　午後からは計３回の研修全体をとおした「ふり
かえり」を行いました。班ごとに①活動を終えて
の感想　②研修でやったことを地域で活かせたか
③中学生になってジュニアリーダーをやってみた
いか　④ジュニアリーダーをやるならどんなこと
がしてみたいか、の４つをテーマに話し合いまし
た。

　焼き杉やレクリェーションが楽しかった、地元
の子ども会でのレクに役に立った、中学生になっ
たら「WAKABA」で活動してみたいなど、たくさ
んの意見が出ました。
　また、子ども会指導者の皆さんは、地域での子
どもたちの指導に活かせるよう、佐道会長の指導
でいろいろなレクリェーションを楽しみながら体
験しました。
　リーダー研修会では計３回の研修のうち、規定
の研修を終えた５年生には修了証、６年生にはジ
ュニアリーダー初級認定証を渡していますが、今
年度の研修では１９名が修了証を、３８名が認定
証を受け取ることができました。修了証を受けら
れた皆さん、中学生になったら「WAKABA」で活
動をしてみませんか。たくさんの皆さんの参加を
お待ちしています。

いままでの研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仲原小６年　大西伶奈 （花ヶ浦区）　
　私は、いままでの研修にいって思ったことは、第１回研修は、ジュニアリーダーの人たちとレクリェーショ
ンなどをいっしょにできてうれしかったです。
　第２回研修は、５年生のときにいった夜須高原青少年自然の家にいって、楽しかったです。一番楽しかった
のは、焼き杉です。でも丸太をのこぎりできるのはたいへんだったです。こののこぎりはなんでこんなにきれ
ないんだろう。ふるくてさびているのかとも思いました。
　二番目は館内ウォークラリーです。雨がふったので「ひるもりビンゴ」は中止になってざんねんだったけど、
館内ウォークラリーで１位になれたのでうれしかったです。
　第３回研修は、第２回のときの焼き杉の文字入れができなかったので焼き杉の文字入れをしました。
　私がかいた文字は「で」と「応」です。７班で考えた文字は、「東北地方の皆さんを全力で応えんしています」と
いう文字です。文字を書くのは、ちょっとむずかしかったです。でも楽しかったです。
　研修会はたいへんなこともあってちょっといやだったけど、ジュニアリーダーの人といっしょにすごすこと
でリーダーのおてほんになったし、これから子ども会でつかえるレクリェーションもわかって、こんどリモコ
ンオニをクリスマス大会でのゲームの意見にだしてみようと思います。
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８
月
25
日（
木
）、
福
岡
リ
ー
セ

ン
ト
ホ
テ
ル
恒
例
の
サ
マ
ー
バ
イ

キ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
粕
屋
町

手
話
の
会
恒
例
の
と
て
も
リ
ッ
チ

な
忘
暑
会
で
す
。
ろ
う
あ
者
４

名
・
手
話
の
会
員
12
名
合
わ
せ
て

16
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も

の
教
室
で
の
勉
強
会
と
違
っ
て
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。
結
婚
式
な

ど
で
見
か
け
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ

ォ
ン
デ
ュ
、
目
の
前
で
焼
い
て
く

れ
る
ス
テ
ー
キ
、
お
寿
司
に
お
刺

身
、
フ
ル
ー
ツ
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
か
き
氷
、
ケ
ー
キ
に
コ
ー
ヒ

ー
と
一
流
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら

手
話
で
の
お
し
ゃ
べ
り
も
弾
み
ま

す
。
手
話
で
エ
ビ
、
イ
カ
、
巨
峰

な
ど
私
の
手
話
も
伝
わ
り
、
ろ
う

あ
者
の
人
た
ち
の
手
話
も
読
み
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
と
て
も
楽
し

く
、
お
腹
も
満
腹
で
す
。
そ
の
後
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
始
ま
り
と
て
も

楽
し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
手
話
の
会　

小
西
鶴
子

No.130

「
ろ
う
あ
者
と
交
流
会
」

　

社
会
福
祉
法
人「
糟
屋
中
部
会
」

の
創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
９
月

11
日（
日
）、
ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
ぱ
ー
る

会
は
感
謝

状
を
頂
き

ま
し
た
。

「
三
つ
葉

の
里
」
の

仲
間
の
作

業
の
お
手

伝
い
に
行

く
よ
う
に

な
っ
て
十

数
年
経
ち

「
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。」

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ま
す
。
月
一
度
の
訪
問
で
す
が
私

た
ち
自
身
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
各
町

の
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん
が
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
二
部
で
は
福
津
市
の

「
カ
メ
リ
ア
吹
奏
楽
団
」
の
み
な

さ
ん
の
演
奏
が
あ
り
、最
後
に「
三

つ
葉
の
里
」「
ゆ
う
あ
い
三
つ
葉
」

「
こ
も
れ
び
」
の
仲
間
た
ち
の
大

合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
に
一

生
懸
命
歌
っ
て
い
る
様
子
を
見
て

い
る
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

青
木
理
事
長
さ
ん
の
ご
挨
拶
の

な
か
に「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
暮
ら
し
続
け
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
関
わ
り
続
け
る
た
め
、
そ
の
思

い
を
大
切
に
笑
顔
で
元
気
に
地
域

の
一
員
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
お
気
持
ち
に
添
え

る
よ
う
に
さ
さ
や
か
な
お
手
伝
い

で
す
が
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
感
謝
状
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

ぱ
ー
る
会　

長　

柾
子

　

９
月
の
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
研

修
の
補
助
を
受
け
て
作
業
療
法
士

の「
徳
重
義
和
氏
」
に
お
願
い
し

て
障
が
い
者
の
方
と
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
た
。
椅
子
か
ら
立
ち
上
が

る
時
に
杖
を
前
に
出
し
、
お
辞
儀

を
す
る
よ
う
に
し
て
立
ち
上
が
る

と
楽
に
で
き
、
ま
た
指
が
硬
直
し

て
い
る
方
は
親
指
を
伸
ば
す
と
自

然
に
４
本
の
指
が
開
く
事
、
麻
痺

の
方
の
寝
返
り
の
仕
方
や
杖
の
長

さ
な
ど
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
力
を
入
れ
て
立
ち
上

が
り
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
し
た

が
目
か
ら
鱗
の
心
境
で
、
ま
た
新

「
９
月
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
」

●
日
時　

11
月
19
日（
土
）　

午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
広

間
Ａ
Ｂ

●
講
師　

日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ー

チ
協
会
理
事
長　

冨
岡
郁
雄
氏

●
内
容　
「
自
分
も
相
手
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
気
持
ち
や
意
見

を
表
現
す
る
参
加
型
講
座
」

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ま

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ

　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

「
私
も
あ
な
た
も
大
切
に
す
る
。

す
て
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
講
座
の
お
し
ら
せ

し
い
気
持
ち
で
皆
さ
ま
の
手
助
け

が
で
き
れ
ば
と
研
修
の
成
果
を
実

感
し
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
１

日
で
し
た
。
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
色
の
会
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平成23年度 《第1回》

献血のお知らせ

28日
粕屋町

（役場庁舎裏）
健康センター

10：00

3：30
〜

400㎖献血にご協力願います

献血は健康診断にも役立ちます
　会場では採血前に、血圧測定・血液比重・血液型検査を行
い、献血された血液は、さらなる検査を行い結果を希望者に
直接お知らせしますので、健康管理や病気の早期発見にお役
立てください。

　◎献血者本人確認が平成16年10月から全国
で実施されるようになり、献血受付の際に、
ご自身を証明できるものの提示が必要となり
ました。（確認済みの方は必要ありません） ● 400㎖献血

男性は17歳以上64歳以下、女性は18歳以上64歳以下で
体重が50kg以上あり、前回の400㎖献血から男性は12週
間以上、女性は16週間以上経過した人。
　※　ただし、60歳になってから献血をされたことがある人は、
　　　69歳まで献血ができます。

　昨年11月28日から今年11月27日までの１年間に男性
1,200㎖、女性800㎖の献血にご協力いただいた方につ
いては、間隔が空いていてもご協力いただけません。

〈１年間に献血できる血液量〉

男性1,200㎖ 女性 800㎖

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する
場合は献血をご遠慮していただくことがあります。

●　現在治療中の方
●　３日以内に抜歯・歯石除去をされた方
●　今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方
●　現在妊娠中、授乳中又は６か月以内に出産・流産をされた方
●　Ｂ型Ｃ型ウイルス肝炎といわれたことがある方
●　エイズ検査が目的の方
●　海外旅行帰国後４週間以内の方

【留意事項】
  ◎  高血圧・高脂血症・花粉症などの薬（１種類）を服用されていても献血可能となりました。
  ◎  1980～1996年に英国に通算1か月（31日）以上滞在されたことのある方は献血を
  　  ご遠慮していただいています。

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮していただく場合があります。

※献血手帳をお持ちの方は、当日お持ちください。また、当日は食事を必ずとり、飲酒はしないでください。

献血は…あなたにできるボランティア 
・ ・ ・ ・ ・ ・

積極的なご参加をお願いします

〔主催〕　粕屋町献血推進協議会
　　　  粕屋町社会福祉協議会

赤十字血液センター
☎ 921－1400（代）

午前

午後

11月
（月）

初めての方は提示してください

本人確認ができる物
　運転免許証・パスポート・健康保険証 など
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９ 

月 

の 

行 

事

■
９
月
定
例
理
事
会

　

９
月
６
日（
火
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

演
芸
大
会
に
つ
い
て
検
討
打
ち

合
わ
せ（
出
演
者
名
簿
の
提
出

に
つ
い
て
）

・ 

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
に
つ

い
て（
実
施
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て
）

・ 

傷
害
保
険
に
つ
い
て　

全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
扱
い
と
シ
ル

バ
ー
団
体
傷
害
安
心
プ
ラ
ン

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）扱
い
が
あ
る
。

・ 

元
気
袋
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に

（
タ
オ
ル
・
石
鹸
・
ハ
ン
カ
チ
・

筆
記
具
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

５
品
１
組
ず
つ
袋
に
入
れ
て
、
粕

屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
被

災
地
へ
送
る「
き
も
ち
の
元
気
袋
」

が
１
１
０
袋
集
ま
り
ま
し
た
。
会 粕屋町老人クラブ連合会で

企画されたコーナーです。

員
各
位
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
元
気
袋
の
現
物

は
、
理
事
会
終
了
後
、
品
物
別
に

整
理
の
う
え
保
管
し
て
い
ま
す
。

■
同
和
・
人
権
問
題
啓
発
講
演
会

　

９
月
10
日（
土
）
午
後
１
時

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

医
療
法
人
聖
粒
会　

熊
本
慈
恵

病
院　

田
尻
由
貴
子
看
護
部
長
の

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と
」
の
講
演
は
感

慨
深
く
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

参
加　

４
役
、
原
、
秋
永
、
滝

本
会
長
、
百
済
、
宮
本
、
田
中

副
部
長

■
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会

　

奉
仕
の
日
」

　

９
月
20
日（
火
）
を
中
心
に
単
位

ク
ラ
ブ
ご
と
に
日
時
を
決
め
て
、

町
内
の
神
社
・
公
園
・
子
ど
も
広

場
・
公
民
館
な
ど
の
、
草
取
り
・

花
植
え
・
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
高
齢
者
安
全
運
転
競
技
大
会　

　
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ー
マ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ

　

・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
）

　

博
多
の
森
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク

　

ー
ル

参
加　

中
村
、
山
野
、
田
中
、

山
口
女
性
部
長

　

初
め
て
の
競
技
会
参
加
に
慣
れ

な
い
中
、
全
員
頑
張
り
ま
し
た
が
、

入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
回
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

■
郡
老
ク
連
「
か
す
や
を
学
ぶ　

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

９
月
28
日（
水
）
午
前
10
時
〜
正

　

午　

宇
美
町

宇
美
町
中
央
公
民
館
〜
七
夕
池

古
墳
往
復

参
加　

４
役
、
江
頭
、
秋
永
会

長
、
有
江
、
中
村
、
山
田（
女

性
部
長
）　

各
町
老
ク
連
よ
り

の
参
加
者　

約
70
名

　

少
し
暑
い
な
か
緑
道
を
歩
き
、

光
正
寺
古
墳
か
ら
七
夕
池
古
墳
ま

で
、
担
当
者
か
ら
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

古
墳
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

粕 屋 農 業 ま つ り粕 屋 農 業 ま つ り

●主な催し物
○11月26日（土）
　福岡魁誠高校ブラスバンド演奏、食育コンサート、
　学童農園稲作体験発表、地産地消バーガーの販売
○11月27日（日）
　園児和太鼓演奏、地産地消ぶた汁無料配布、よさこい演舞、
　キャラクターショー、福引大会
○両日開催
　歌謡ショー、県産牛乳の無料配布、地元でとれた野菜・果物・卵・花・
　農産加工品ほかの販売、緊急車両展示（警察・消防）、バザー

ＪＡ粕屋本所
（粕屋町大字大隈１２２９）

第27回

テーマ『がんばろう日本!!　食と農と元気な粕屋』
　　― やっぱりJA粕屋でよかった ̶

●問合せ　ＪＡ粕屋農業指導課☎９３８ー２５４４、企画課☎９３８ー２５１１

日 時

会 場

11月26日（土）
　　９：３０～

27日（日）
　　１０：００～

いずれも、午後３時ごろまで

11月 1日（火） 11月定例理事会　午前10時　粕屋町福祉センター
11月 18日（金） 郡老ク連の第２回「健康ウォーキング」
  今回は粕屋町老ク連の当番で、駕与丁池１週のコースで行います。
  当日の天候が良好でありますように。
11月 6日（日）～7日（月）　女性部長視察旅行

11
月
の
行
事
予
定
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.92

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町

商
品
券

【
建
築
・
工
業
関
連
対
象
券
】

　

お
買
物
券
は
完
売
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
粕
屋
町
商
工
会
で
販

売
し
て
い
る
住
宅
関
連
工
事
券

（
工
事
券
）
は
大
変
お
得
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

工
事
券
は
加
盟
店
で
施
工
、
施
術

す
る
自
己
所
有
の
物
件
に
対
す
る

工
事
な
ど
で
、
新
築
、
増
改
築
な

ど
工
事
全
般
及
び
自
動
車
修
理
な

ど
を
対
象
と
し
て
お
り
、
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
の
購
入
で
も
施
工
を

伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り

ま
す
。（※

町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
制
度
な
ど
と
同
一
工
事
に
対

し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
工
事
券
の
購
入
手
続
は

ご
依
頼
の
加
盟
店
に
限
り
代
行
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
用
命
く

だ
さ
い
。

　

加
盟
店
の
情
報
は
粕
屋
町
商
工

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

御
利
用
く
だ
さ
い
！

御
利
用
く
だ
さ
い
！

●
販
売
価
格　

10
万
円
で
額
面
11

万
円
で
す
。

●
購
入
限
度
額　

今
年
度
内
に
１

世
帯
当
た
り
50
万
円
ま
で
。

●
使
用
期
間　

　

平
成
24
年
１
月
31
日(

火)

※
こ
の
記
事
は
９
月
末
現
在
の
状

況
で
す
の
で
万
一
完
売
の
場
合

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

粕
屋
管
内
商
工
会

広
域
連
携
講
習
会

そ
の
４「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

財
務
会
計
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
自
社
の
現
状
把
握
と
銀
行

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
〜

　

会
社（
店
舗
）
を
経
営
し
て
い

く
う
え
で
、
必
須
と
な
る
財
務
諸

表（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
）

の
基
本
的
な
見
方
と
会
計
用
語
を

理
解
し
て
、
自
社
の
経
営
状
況
の

把
握
の
仕
方
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
特
に
２
日
目
は
自
社

の
財
務
諸
表
を
実
際
に
見
な
が
ら
、

銀
行
が
見
る
財
務
諸
表
の
勘
所
を

把
握
し
、
併
せ
て
、
銀
行
と
の
上

手
な
お
付
き
合
い
の
方
法
も
学
び

ま
す
。

●
日
時

　

11
月
８
日（
火
）・
16
日（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

●
会
場　

粕
屋
町
商
工
会
２
階
会

　

議
室

●
対
象　

財
務
会
計
を
理
解
し
た

い
、
銀
行
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
を
学
び
た
い
経
営
者
、
若

手
後
継
者
の
方

●
受
講
料

　

商
工
会
会
員　
　

３
千
円

　

一
般
・
非
会
員　

６
千
円

粕
屋
町
商
工
活
性
化
事
業

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
粕
屋
町
商
工
活
性
化
委
員
会

あ
す
な
ろ
」
で
は
、
町
内
の
若
手

後
継
者
に
よ
る
活
性
化
事
業
報
告

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

11
月
15
日（
火
）

　

午
後
６
時 

受
付
〜

　

午
後
６
時
30
分 

開
会

●
テ
ー
マ　
「
私
が
思
う
粕
屋
町

　

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
」

●
報
告
者

　
　

光
酒
造
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

光
安
修
作
氏

　
　

食
事
処　

笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
島
貴
典
氏

●
会
場

　

粕
屋
町
商
工
会
２
階
大
会
議
室

●
参
加
費　

無
料

※

当
日
は
焼
酎
の
試
飲
と
商
品
の

販
売
も
い
た
し
ま
す
。
試
飲
を
さ

れ
る
方
は
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

第
十
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会

ス
ケ
ッ
チ
展
審
査
結
果
発
表

　

町
内
４
校
の
小
学
生（
５
〜
６

年
生
）
を
対
象
に「
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
」
を
題
材
に
し
た
ス
ケ

ッ
チ
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
審
査
会
が
開
か

れ
、
40
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

左
記
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。（
敬
称
略
・
氏
名
は
作

品
記
載
ど
お
り
）

５
年
生
の
部

　

金
賞　

吉
開
寧
（々
仲
原
小
）

　

銀
賞　

原
口
美
悠（
大
川
小
）

　

銅
賞　

田
中
彩
友
実（
仲
原
小
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

６
年
生
の
部

　

金
賞　

藤
根
り
か（
大
川
小
）

　

銀
賞　

伊
藤
結
菜（
大
川
小
）

　

銅
賞　

福
井
理
晏（
大
川
小
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

　

入
賞
者
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

経
営
な
ん
で
も
相
談
日

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

予
約
は
粕
屋
町
商
工
会
ま
で
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　粕屋町では、「子どもをいつくしみ育む輪を広げよう」「町民一人一人が子どもについて考える日にしよう」という目的で、
11月の第２土曜日を「かすや子どもの日」に制定しています。
　「かすや子どもの日　わ っしょいフェスタ」も、今年で４回目を迎えます。行政、ボランティア（わっしょいネットワーク）、
子育て応援団、高校生など、地域で子育てにかかわっている有志の方々と協力して、連携を図りながら、手作りの子ども祭
りを行います。

●問合せ　粕屋町子ども未来課　☎９３８ー０２１４（注）内容が変更になることがあります。

＊スローガン＊

子どもの未来はかすやの未来、大人も子どもも元気になろう

日　時　11月12日（土）　午前11時～午後３時（予定）
場　所　サンレイクかすや
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粕屋町

小・中学生小・中学生小・中学生小・中学生軽スポーツ大会軽スポーツ大会
十
一
月　

二
十
七
日　
（
日
）

日直
●
●
●
●

●
●
●
●

平
成
23
年
度
第
１
回

「
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
」

　

介
護
福
祉
課
で
は
、
介
護
し
て
い

る
方
が
心
身
と
も
に
健
康
で
在
宅
介

護
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
者
間
の
交

流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に「
介

護
者
交
流
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
先
生
か

ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日

頃
の
お
口
の
ケ
ア
に
役
立
つ
情
報
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

1１月２５日（金）
1３:００～
　　　1５:００

次回予定
H２４年２月中旬

「口腔ケアのお話」
さとう歯科・矯正歯科
　院長　佐藤　桂一

健康講話、茶話会など

●場所　健康センター１階
●申込みは、11月18日までに介護福祉課
　☎938-0229へご連絡ください。

日　時 内　容

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
は
、
長
者
原
中
区
、
長
者
原

下
区
の
交
換
対
象
お
宅
の
メ
ー
タ
ー

器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
合
せ　

直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課 

☎(

９
３
８)

０

　

２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

申込書を役場社会教育課に提出してください。（ＦＡＸ可）
申込書は社会教育課にあります。
役場ホームページからもダウンロードできます。
所定の申込用紙以外で申込む場合は、
チーム名、代表者の氏名・住所・電話番号、
参加者の氏名・学年・性別 を明記してください。
　　※電話での申込みはできません。

粕屋町内の小学1年生以上、中学3年生までであれば、
誰でも参加できます。チームのメンバー構成は自由
です。
　
①スカットボール １チーム2人～ 5人
 (小学１年生～中学３年生)　
②キンボール １チーム4人～ 6人
 (小学４年生～中学３年生)　
③公式わなげ 個人戦
 (チーム制ではありません)
 (小学１年生～小学３年生)　
☆動きやすい服装で、室内用運動ぐつを持ってきて
　ください。

申込期間
11月1日(火)～
11月17日
（木）

第
２
回

参加資格
日　時

申込方法

11月 27日 （日）

主催：粕屋町教育委員会
主管：粕屋町体育指導委員・粕屋町子ども会育成会連絡協議会

問合せ：粕屋町教育委員会社会教育課
　　　　☎ 938-1410　FAX 938-5601

９：００ 受付　 ９：３０ 開会式
(12時終了予定)

場　所

種　目

かすやドーム
メインアリーナ

◎スカットボール
◎キンボール
◎公式わなげ
　　ルールは当日説明するよ！！
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よ

ひ

は
は

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
）

を
書
い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月

１
日
ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
、
直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り

１
点
の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０

〔
俳
句
〕

満
月
や
芭
蕉
残
せ
し
西
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

居
酒
屋
の
巻
き
上
げ
ら
れ
し
秋
の
れ

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

憧
れ
の
八
十
路
の
今
や
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

悪
徳
の
拠
り
ど
こ
ろ
な
く
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

霊
場
の
大
樹
が
放
つ
蟬
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

縄
張
り
を
ま
わ
る
猫
の
目
秋
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

烏
瓜
艶
や
か
古
希
の
同
期
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

炎
天
下
童
地
蔵
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

滴
り
や
鍾
乳
洞
の
闇
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
残
す
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

幼
子
の
み
よ
う
み
ま
ね
の
墓
ま
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

今
朝
の
秋
卓
に
白
磁
を
広
げ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

天
高
く
鳴
子
両
手
に
孫
は
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

人
憩
ふ
と
ん
ぼ
う
憩
ふ
我
が
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

落
萩
や
前
に
進
む
を
た
め
ら
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

悲
し
み
を
包
ん
で
く
れ
る
今
日
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

門
灯
を
消
し
て
ふ
た
た
び
月
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

無
人
駅
道
に
は
み
出
す
乱
れ
萩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

理
髪
屋
の
主
人
の
白
髪
秋
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

夕
焼
け
や
空
焼
き
つ
く
す
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ

老
い
て
子
に
従
う
日
々
や
秋
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

雑
草
の
中
に
寛
ぐ
ち
ち
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

ベ
ビ
ー
カ
ー
行
く
手
飛
び
交
う
赤
と

ん
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

ス
ケ
ッ
チ
や
結
構
は
や
き
秋
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

燈
明
を
灯
し
亡
母
に
問
い
か
く
黄
泉

の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

盆
法
要
叔
母
の
姿
に
母
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
藤
　
和
義

〔
川
柳
〕

一
言
の
深
さ
で
笹
の
舟
に
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

会
見
が
続
く
疑
惑
を
深
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
大
恵

深
夜
を
待
ち
詫
び
て
向
日
葵
の
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
﨑
　
瑞
竹

七
五
三
孫
の
祝
儀
何
人
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
円
　
真
生

国
宝
に
し
ん
み
り
見
入
る
日
本
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

盾
突
く
を
し
ん
み
り
諭
す
ま
あ
座
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
本
　
章
志

嫁
ぐ
娘
の
幼
い
写
真
し
ん
み
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

盃
が
し
ん
み
り
過
去
を
洗
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

し
ん
み
り
の
筈
が
華
や
ぐ
一
周
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

被
災
地
に
完
全
雇
用
何
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

付
き
添
も
完
全
看
護
息
を
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

買
っ
て
か
ら
大
巾
値
下
げ
し
た
テ
レ

ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

省
略
語
増
え
て
昭
和
が
遠
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

慣
れ
た
わ
よ
メ
シ
フ
ロ
寝
る
の
省
略

語
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

挨
拶
は
省
略
で
き
ぬ
大
事
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

ぬ
け
ぬ
け
と
見
え
見
え
の
嘘
つ
き
通

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

〔
短
歌
〕

裏
庭
に
今
年
も
咲
き
し
菊
の
花
に
お

い
優
し
く
心
も
な
ご
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

夕
さ
れ
ば
こ
の
も
か
の
も
に
虫
の
声

夏
の
終
り
が
早
足
に
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

黄
緑
に
熟
し
た
も
み
じ
銀
杏
葉
の
菜

の
花
に
し
も
通
よ
う
色
味
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

（広告）
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妊
産
婦
・
乳
児（
１
歳
未
満
）

歯
科
検
診
・
指
導
相
談

●
対
象　

糟
屋
地
区
在
住
ま
た
は
糟

屋
地
区
の
産
婦
人
科
に
通
院
さ
れ

て
い
る
妊
産
婦
さ
ん
と
１
歳
未
満

の
乳
児

●
場
所　

粕
屋
歯
科
医
師
会
所
属
の

協
力
歯
科
医
院（
協
力
医
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
い
ま
す
）

●
費
用　

無
料

●
詳
細　

母
子
健
康
手
帳
発
行
時
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す「
妊
産
婦
・

乳
児（
１
歳
未
満
）
歯
科
検
診
・
指

導
相
談
ご
案
内
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

粕
屋
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://

w
w
w.

k
a
s
u
ya-

d
a.

　

o
rg/

●
問
合
せ　

粕
屋
歯
科
医
師
会

　

☎（
７
１
２
）１
７
６
４ 

（
月
曜
日

〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
30
分
、
土
曜
日
＝
午
前
９

時
〜
正
午
、※

日
曜
日
・
祝
日
は

休
み
）

福
岡
地
域
合
同
就
職
面
接
会

〜
中
高
年
齢
者
〜

●
日
時　

11
月
25
日(

金) 　

午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

８
０
３
会
議
室（
福
岡
市
博
多
区

吉
塚
本
町
13―

50
）

●
対
象
者　

中
高
年
求
職
者
な
ど

　
（
事
前
ま
た
は
当
日
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
の
登
録
が
必
要
）

●
参
加
企
業　

20
社（
予
定
）

●
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
東

（
職
業
相
談
部
門
）　

☎（
６
７
２
）

　

８
６
０
９　

部
門
コ
ー
ド
41
♯　

ほ
か
に
、
福
岡
中
央
・
福
岡
南
・

福
岡
西
で
も
可

精
神
家
族
講
演
会

　

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
心

の
病
を
も
つ
方
を
支
え
る
家
族
の
方

に
対
し
、
病
気
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
地
域
で
の
取
組
や
サ
ー
ビ
ス

を
知
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
８
日(

木) 　

午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
粕
屋
町
大
字
戸
原
２
３
５
ー
７
）

●
内
容

▽
講
演「
Ａ
Ｃ
Ｔ（
地
域
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
）の
活
動
」

　

講
師
：
日
本
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
会
作
業
療
法
士

▽
講
演「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
」

　

講
師
：
福
岡
県
司
法
書
士
会
司

法
書
士

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
み　

事
前
に
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。☎（
９
３
９
）１
１
８
５

　

定
員
50
名
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
よ
り
徒
歩
10
分
、

Ｊ
Ｒ
伊
賀
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
警
察
、
弁
護

士
会
、
暴
追
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
民

暴
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、

面
接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
26
日(
土) 　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ

ン
タ
ー（
福
岡
市
役
所
２
階
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

※

ほ
か
に
、
筑
豊
・
北
九
州
・
筑
後

の
各
地
区
で
も
実
施

●
問
合
せ　

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

働
く
人
の
な
ん
で
も

労
働
相
談

●
日
時　

11
月
12
日（
土
）　

午
前
10

時
〜
午
後
７
時

●
会
場　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
会
議

室
●
対
象　

労
働
者
及
び
使
用
者

●
相
談
対
応
者　

特
別
労
働
相
談
員

（
弁
護
士
）、
民
間
相
談
員
、
福
岡

県
福
祉
労
働
部
職
員

●
そ
の
他　

相
談
料
無
料
、
予
約
不

要
、
秘
密
厳
守

●
問
合
せ　

福
岡
県
福
岡
労
働
者
支

援
事
務
所  

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

第
63
回
人
権
週
間

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

　

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
の
一
週

間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

福
岡
法
務
局
及
び
福
岡
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内
一
斉
無

料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
３
日(

土) 　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●
相
談
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０（
４
０
５
）２
７
９

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

労
働
保
険

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
月
間
」
で
す
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
を
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
者
の
方

が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
所
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
の
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

福
岡
労
働
局
労
働
保
険

　

徴
収
課　

☎（
４
３
４
）９
８
３
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp://

fu
ku
o
ka-

ro
u
d
o
u

　

kyo
ku.

js
ite.

m
h
lw.

g
o.

jp/
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平
成
23
年
度
粕
屋
町
緊
急

経
済
対
策
事
業
住
宅
改
修

工
事（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）

補
助
金
制
度
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
及
び
町
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
町
民
が
町
内
の
施
工
業
者
に
よ

っ
て
住
宅
の
改
修
工
事
を
行
う
場
合

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
の
対
象

　

以
下
の
４
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
こ
と
。

（
１
）
粕
屋
町
民
で
あ
る
こ
と

（
２
）
住
宅
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
当

該
住
宅
に
現
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

（
３
）
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

（
４
）
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と

●
補
助
対
象
と
な
る
改
修
工
事

　

町
内
の
施
工
業
者
が
請
負
う
工
事

で
、
工
事
費
が
10
万
円
以
上（
消
費

税
を
除
く
。）
の
も
の
で
、
補
助
金
の

交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、

工
事
代
金
を
支
払
っ
た
改
修
工
事
で

す
。

●
工
事
の
内
容

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
…
手
す

粕
屋
町
役
場
の
人
事

◎
昇
格
・
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属

で
す
。

　

10
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

■
総
務
部

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

▽
主
査　

岡
野
哲
枝（
収
納
課
主
査
）

■
住
民
福
祉
部

【
子
ど
も
未
来
課
】

▽
課
長　

安
河
内　

渉（
子
ど
も
未

来
課
長
兼
仲
原
保
育
所
園
長
）

▽
仲
原
保
育
所
園
長　

山
口
優
子

　
（
仲
原
保
育
所
副
園
長
）

【
介
護
福
祉
課
】

▽
主
任
主
事　

白
久
喬
史
郎（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
課
主
任
主
事
）

【
総
合
窓
口
課
】

▽
主
事　

山
口
廣
樹（
経
営
政
策
課

主
事
）

放
送
大
学
24
年
４
月

入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国
が

つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広

い
分
野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅

の
テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ
ま
す
。
15
歳

以
上（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）
で

あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で
き
、
学
士

（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま
す
。
入
学

の
チ
ャ
ン
ス
は
年
２
回（
４
月
と
10

月
）
で
す
。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

11
月
15
日(

火)

〜

　

平
成
24
年
２
月
29
日(

水)

●
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎（
４
７
３
）１
３
６
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
７
３
）１
３
６
２

※

入
学
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

り
の
設
置
、
段
差
解
消
工
事
、
滑

り
止
め
工
事　

な
ど

②
省
エ
ネ
化
改
修
工
事
…
壁
、
床
、

天
井
な
ど
へ
の
断
熱
材
の
設
置
工

事
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
工
事　

な
ど

③
耐
震
工
事
…
基
礎
部
分
補
強
工
事
、

筋
か
い
、
構
造
用
合
板
に
よ
る
補

強
工
事　

な
ど

④
耐
久
性
能
改
修
工
事
…
屋
根
の
ふ

き
替
え
、
屋
根
及
び
外
壁
の
塗
装

工
事
、
壁
、
床
及
び
天
井
の
改
修
、

玄
関
な
ど
出
入
口
の
改
修
工
事　

な
ど（
浴
槽
、
便
器
及
び
キ
ッ
チ

ン
の
取
替
工
事
は
除
く
。）

●
補
助
金
の
額

　

住
宅
改
修
工
事
に
要
し
た
工
事
費

（
消
費
税
を
除
く
。）
の
10
分
の
1
に

相
当
す
る
金
額（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）
で
、
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
他
の
住
宅
改
修
補
助
金（
助

成
金
）
を
受
け
た
場
合
は
、
本
補
助

の
対
象
と
な
る
工
事
金
額
が
10
万
円

以
上（
消
費
税
を
除
く
。）
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
同
一
住
宅
に

対
し
1
回
で
す
。

　

補
助
金
の
額
は
各
年
度
の
予
算
の

範
囲
内
で
、
こ
の
制
度
は
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
で
効
力
を
失
い
ま
す
。

●
補
助
申
請
の
受
付

　

平
成
23
年
度
予
算
枠（
３
０
０
万

円
）
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
時
点

で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

粕
屋
町
地
域
振
興
課

　

☎（
９
３
８
）
０
１
９
４

◎
退
職

　

10
月
12
日
付
け
で
、
次
の
方
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

▽
安
藤
梨
緒（
総
合
窓
口
課
主
事
補
）

（広告）



31

御
　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大　
　

隈

山
田　

高
司

山
田　

國
高

92

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

倉
富
美
代
子

倉
富　

継
広

74

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

三
つ
葉
の
里

ゆ
う
あ
い
三
つ
葉

粕
屋
町
知
的
障
害
児（
者
）
親
の
会

若　
　

宮

松
永　

政
國

松
永　
　

直

29

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　
　

辻

因　
　

久
雄

因　
　

俊
子

83

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　
　

辻

因　
　

祐
二

因　
　

郁
夫

79

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

石
原
由
美
子

石
原　

紀
彦

71

９
月
１
日
〜
９
月
30
日
（
敬
称
略
）

11月の税金
固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第７期

納め忘れていませんか
町・県民税　　　第３期
国民健康保険税　第６期

10月の
税　金

23　年

前年対比

63

＋10

　0

±0

83

＋11

355

＋18

　2

＋2

450

＋15

8月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

8月中 8月中 8月中

負傷者数死者数区分

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

9月末現在

42,891

42,491

41,747

21,162

21,060

20,732

21,729

21,431

21,015

17,235

17,008

16,684

年
末
調
整
説
明
会
開
催

　

平
成
23
年
分
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

●
対
象
者　

粕
屋
町
内
の
源
泉
徴
収

義
務
者

●
日
時　

11
月
17
日(

木) 　

午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
会
場　

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

（
須
恵
町
上
須
恵
１
１
８
０
ー
１
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

年
末
調
整
関
係
資
料

●
注
意
事
項

・
駐
車
場
が
手
狭
で
す
の
で
、
バ
ス
・

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　

れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

「
高
齢
者
の
障
害
者
控
除
」

制
度
の
お
知
ら
せ

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
時
に

お
け
る
障
害
者
控
除
は
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
が
対
象
で

す
が
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
は
、
粕
屋
町
が

交
付
す
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り「
障

害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

①
…
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
で
、

介
護
保
険
の
介
護
認
定
を
受
け
、

心
身
の
状
態
が
障
害
者
に
準
じ
る

方
②
…
①
の
方
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

＊
既
に
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
又
は
本
人
及
び
扶

養
者
が
非
課
税
の
方
は
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
交
付
を
受
け
た
認
定
書
は
、
障
害

事
由
の
変
更
が
な
い
限
り
複
数
年

使
用
で
き
ま
す
。

●「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」
の
申

請
は
、
粕
屋
町
役
場
介
護
福
祉
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
書
の
交
付

は
、
判
定
の
た
め
一
週
間
前
後
か
か

り
ま
す
。
申
請
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

＊
判
定
の
結
果
、
障
害
者
に
準
じ
な

い
場
合
は
認
定
で
き
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
・
町
県
民
税
の「
障
害
者

　

控
除
」
の
適
用
を
受
け
る
手
続
き

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の

交
付
を
受
け
た
方
は
、
申
告（
確
定

申
告
や
年
末
調
整
な
ど
）
す
る
際
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
所
得
か
ら
一
定
の
金
額
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

＊
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者
支
援

　

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

・
こ
の
日
時
に
ご
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
ほ
か
の
日
時
・
会
場
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

香
椎
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　

☎（
６
６
１
）
１
０
３
１

　

内
線
４
１
３
・
４
１
５
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

11月の行事予定表11月の行事予定表

12月上旬の行事予定表12月上旬の行事予定表

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 英語で遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 落ち葉・どんぐり拾い（予約制）

第39回粕屋町文化祭 9:00～17:00 サンレイクかすや 
     
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 制作（フォトフレーム作り）
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成23年1月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 おもちゃ作り
かすや子どもの日・○わっしょいフェスタ 11:00～15:00 サンレイクかすや
歩け歩け運動大会 9:00～　　　 駕与丁公園 サンレイクかすや南側広場集合
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成21年7月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズム遊び
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成23年7月生まれの児
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 和太鼓披露・手作りおもちゃ
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 陶芸教室（20組）
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年10月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 13:00～13:50 健康センター 平成22年4月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 10・11月生まれ誕生日会、身体測定
第2回小・中学生軽スポーツ大会  9:30～　　　 かすやドーム 
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 季節の製作（クリスマスとお正月）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年7月生まれの児

子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 風邪予防の講習（変更の可能性あり）
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年11月生まれの児
総合がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
人権を尊重する町民のつどい 13:30～　　　 サンレイクかすや 
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）

1　(火)

4　(金)

7　(月)
 8　(火)

11　(金)
12　(土)
13　(日)

14　(月)

17　(木)

18　(金)

25　(金)
27　(日)

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 

2　(水)

9　(水)

10　(木)

15　(火)

16　(水)

24　(木)

30　(水)

5　(土)

～ 　 　

6　(日)

2　(金)

4　(日)

5　(月)

6　(火)

7　(水)


